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Abstract: This study tries to grasp the change of population patterns which has followed on having 

abolished railways and investigate the characteristics and trends of urban structure before and after 

the abolishment.  

   The case studies are executed on major cities in Hokuriku district in Japan because there were 

quite a few abolished railway lines. By using Census mesh data system, the population 

distributions and trends in 500m mesh are analyzed among three buffer zones from railways.  

The result suggests that the urbanized status at the period of abolishment may associate with the 

influence of the abolishment on the region.  
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1. はじめに 

 鉄道路線は，都市構造に大きな影響を及ぼす．

近年は「コンパクトシティ」政策の広まりととも

に，公共交通の中心をなす鉄道が再評価されつつ

ある（例えば，海道（2001）など）． 

しかし振り返れば，戦後の高度成長期以来，日

本の地方都市においては，鉄道は概して廃線に晒

されてきた．本稿ではそれを振り返り，鉄道路線

の廃止に伴った人口の変容を把握し，廃線前後の

都市構造の変化の特徴や傾向を明らかにするこ

とを試みる．公共交通と人口変容の関連性を分析

した鈴木ら（2009），橋本ら（2009），武澤ら（2010）

の研究を踏まえながら，特に対象として，廃止路

線が多い北陸地方に焦点を当て，地域メッシュ統

計を用いて廃線沿線上の人口密度の変容に着目

した分析を行っていく． 

 

2. 手法の概略 

我が国において地方単位で廃止路線が多い地

域としては，北海道，北九州，北陸地方が挙げら

れるが，北海道，北九州については特定産業の極

端な変化に起因していると考えられるため，それ

以外の北陸地方の４県に焦点を当て年代別に都

市構造を追う． 

 対象とした北陸４県の年次別廃止路線数を図

-1 に示す（国土数値情報による）．廃止された路

線の中で現存同じ路線に鉄道が再建されたもの

以外を実質的な廃止路線としたところ，全部で 48

路線となった．図-2 は，それらの廃止路線を年代

別に図示したものである． 
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3．人口変容の分析結果 

3.1 全体的な傾向 

表-1 は国勢調査年次別・人口規模別の基準地域

（1km）メッシュ数ならびに割合を表している．

全体的な傾向としては， 人口100～1000人，10000

人以上のメッシュは減少傾向にあり，反対に， 

1000～4000人，4000～10000 人のメッシュには増

加傾向がみられる．全体的に人口の平準化の様相

がみてとれる． 

3.2 廃止駅との隣接性による分析 

図-3 のように，500m メッシュ（２分の 1 地域

メッシュ）を鉄道駅からの距離によって３つに分

類することで，鉄道駅からの距離別の人口集積の

違いを明らかにする．鉄道駅を含むメッシュをタ

イプ A，そのタイプ A のメッシュに隣接するもの

をタイプ B，さらにタイプ B に隣接するものをタ

イプ Cとする．また，それ以外のメッシュをタイ

プ Dとした． 

図-1 北陸 4県の廃止路線数 
図-2 北陸 4県の年代別廃止路線 

表-1 年次別・人口規模別の基準地域メッシュ数及び構成比 

表-2 廃止駅の隣接タイプ別メッシュ内人口平均 

図-3 隣接メッシュ分類方法 



表-2 に示すのは，各時点における隣接メッシュ

タイプ別の平均人口である．太枠線で囲まれてい

る部分が，駅廃止直後の時点のものとなる．1970

年時点では，概ね，駅からの距離が離れるにつれ

人口が逓減していくような都市構造であったこ

とが分かる．しかし廃線以降人口自体が全体的に

減少傾向になるとともに，A～C 間の差が縮小し，

平準化していく現象が認められる． 

3.3 富山・高岡地域における都市構造の変容 

具体的な都市の状況を見てみよう．富山・高岡

地域では 9路線が廃止となっており，それらには

都市の中心部を通過する路線と周辺市街地を接

続する路線がある．図-4 に，1970 年と 2005 年の

２分の１地域メッシュ内の人口増減を示す．市街

地の中心と見られる部分では人口が大きく減少

し，市街地の外縁部は同心円状に人口が増加して

いることが分かる． 

中央の富山市では，現存する路線が市街地の中

心部から放射状に近い形で伸びているため，市街

地もそれに沿った形で拡大しているが，その中で，

北西部の廃止路線沿線及び廃止路線沿線付近の

メッシュ内人口は，その多くが 0～250 人となっ

ており，比較的増加も少なく低密度な居住地が形

成されている．また，西方の市街地である高岡市

の北東部や，以前富山市と接続していた日本海沿

岸の旧新湊市付近の廃止路線沿線では，人口減が

みられている．モータリゼーションの発達によっ

て，公共交通の存在の有無にかかわらず居住が可

能になったことが，低密市街地が敷衍する一つの

要因となっており，鉄道路線の廃止に伴い，その

傾向がさらに強まったことが推測できる． 

一方で，富山市南部に伸びる廃止路線では，付

近にある現存路線の影響か，人口の増加は他の外

縁部とそれほど差異は見られない．近年コンパク

トシティ政策で著名な富山市であるが，以上の事

からは，やはり高密度な市街化のためには公共交

通の存在が大きいことが推測される． 

5 年毎の人口の変化率をみると，全体的な傾向

としては 1970 年(昭和 45 年)～1980 年(昭和 55

年)では変化の大きなメッシュが目立ち，市街地

の中心部では大きく減少し，市街地の外縁部では

大きく増加していることがわかる（図-5）．1980

年以降では，市街地の中心部では，-30%～-5%の

変化率のメッシュがかたまって見られ，-5%～5%

のメッシュも散見することができる． 

3.4 金沢地域における都市構造の変容 

一方，金沢地域においては，都心部の人口減は

富山・高岡地域と同様にみられるものの，図-6

のように，どの路線についても沿線上のメッシュ

は増加傾向を示しており，市街地の拡大が非常に

図-5 富山・高岡地域における 1970 年～75年の 

人口変化率 

図-4 富山・高岡地域における 1970 年～2005 年の

人口増加数 



明確である．南東部にかけて拡大している市街地

は，元々人口集中地区が存在した地域であること

から，鉄道路線の廃止があったにもかかわらず，

人口は増加している．また，鉄道路線の存在しな

い方向にも市街地は拡大している． 

富山・高岡地域と比較すると，鉄道路線が放射

状ではなく一つの路線から枝分かれ状に存在し

ているのが大きな違いである．モータリゼーショ

ンの発達により，公共交通を使わずに中心市街地

へのアクセスが容易になったことから，市街地の

拡大は鉄道路線沿線上あるいは中心市街地から

同心円状に拡大することとなり，枝分かれに路線

が延びる鉄道網との相乗効果で，市街地が拡大し

て行った様子がみてとれる． 

5 年ごとの動向をみると，廃止になった時点や

その後で減少傾向は見られず，むしろ増加傾向を

示している（図-7）．これらには付近にある市街

地が大きく関わってきていると考えられる．特に

北部にある廃止路線に関しては，1970 年の市街地

間の人口増加が大きく，市街地拡大の要因の１つ

となっている． 

 

4. おわりに 

以上の分析の結果，廃線後の市街地の平準化傾

向は共通にみられるものの，鉄道路線廃止時の沿

線の市街地の状態によって，廃線後の地域の様相

は多分に影響を受けていることが示唆された． 

今後の課題としては，現存する路線がある地域

との比較が挙げられ，それによって鉄道路線の廃

止による影響をさらに明確にできるのではない

かと思われる． 
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図-6 金沢地域における 1970 年～2005 年の 

人口増加数 

図-7 金沢地域における 1980 年～85年の 

人口変化率 


